
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地盤-構造物連成系の非線形地震応答解析 

●コンクリート構造物の限界状態評価（コンクリートのひび割れ進展解析） 

●地中構造物の合理的な耐力評価 

●既設地中構造物の耐震診断 

●構造物の地震時損傷確率評価，リスク評価 

●構造物の信頼性評価 

 

●基礎地盤及び斜面の安定解析（震度法,静的非線形解析,等価線形解析） 

●2D-FEM 解析による地震時の斜面残留変位量解析（ニューマーク法） 

●側方効果を考慮した擬似３次元モデルによる地盤安定性評価 

●個別要素法による斜面安定解析（DEM） 

●基礎地盤及び斜面の地震時損傷確率評価，リスク評価 

◆ RC 構造物の限界状態の解明（ひび割れ進展解析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

原子力発電所には非常に高い安全性が求められます。原子力耐震グループでは想定

した地震動が発生した時の基礎地盤や施設周辺斜面、重要な土木構造物について、信

頼性の高い計算プログラムを用いた高度な解析を行い、耐震安全性を詳細に確認し

ています。また、研究開発業務や自主研究にも積極的に取組んでおり、その成果は設

計基準等にも反映されております。原子力の安全安定運転は、発電による二酸化炭素

排出量を削減し、ゼロカーボンに向けた取り組みに貢献します。 

験者を擁しているためお役にたてるものと考えます。 

 

 

◆ 地盤安定性評価（基礎地盤、周辺斜面）の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◆ 地盤・構造物連成系の非線形地震応答解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

構造物の性能評価に 

おいては、構造物の 

限界状態を明確にす 

る必要があります． 

RC 構造物の限界状 

態を把握するため 

には、コンクリート 

のひび割れの進展や 

鉄筋降伏後の挙動が 

考慮できる解析を行う必要があります．ひび割れ発生・鉄筋降伏に

伴う剛性変化、あるいは、コンクリートと鉄筋の付着性状を適切に

考慮できる材料非線形解析を行います． 

私たちは、そのような解析手法を用いたコンクリート構造物の限 

界状態について研究を行うとともに、実務においても多数の評価

を行っております。 

 地中構造物の合理的な耐震 

設計や耐震診断を行うには、 

構造物と地盤の連成作用を考 

慮する必要があります．その 

ためには FEM モデルを用い 

て地盤も含めてモデル化しま 

す．また、強い地震動が作用 

することで、地盤は著しい 

非線形性を示し、構造物は 

ひび割れや鉄筋降伏が発生し、 

大きな損傷を受けます．この 

ような状況を解析的に再現するには、地盤および構造物に対して

適切な非線形性を考慮した解析を行う必要があります．私たちは、

原子力施設の厳しい審査において、多数の地中構造物に対して地

盤・構造物連成系の非線形地震応答解析を行ってきました． 

TEL.   06-6374-6917   原子力耐震グループ統括 大東 秀光 

Mail:  daitohd@newjec.co.jp 

 

https://www.newjec.co.jp/
http://sportal/PhoneBook/_layouts/15/listform.aspx?PageType=4&ListId=%7BE33D6C37%2DFDDA%2D40B5%2DA680%2DAD11A1787867%7D&ID=1388&ContentTypeID=0x0100B7C0B4B193A42842BFEC23FB64D30FE2


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


